
 

 

会 議 録 

 

会議名 令和４年度 第１回 小金井市学童保育所運営協議会 

事務局 

(担当課) 

児童青少年課 

開催日時 令和４年４月２７日(水) 19 時 00 分～20 時 45 分 

開催場所 オンライン会議及び本町暫定第２会議室 

出 

席 

者 

委員 深草委員長、田畑副委員長、大澤委員、中山委員、松川委員、良知委員、

佐藤委員、沢村委員、下田委員、大島委員、大村委員、馬場委員 

事務局 野村学童保育係長 

欠席者 鈴木委員 

会議次第 １ 開会 

２ 新委員への委嘱状の伝達 

３ 副委員長の互選 

４ 議題 

⑴ 令和４年度予算要望に対する回答について 

⑵ 令和４年度学童保育所入所児童数及び職員体制について 

⑶ 令和４年度学童保育所運営状況及び支援体制について 

⑷ さわらび・みなみ学童のプロポーザルについて 

⑸ 動画配信の取決め・お弁当の取決めについて 

⑹ その他 

５ 閉会 

配布資料 ⑴ 【資料４－１】令和４年度予算要望に対する回答について 

⑵ 【資料４－２】令和４年度学童保育所入所児童数及び職員体制 

⑶ 【資料４－３】令和４年度学童保育所運営状況及び支援体制 

⑷ 【資料４－４】動画撮影に関する取決めについて（案） 

⑸ 【資料４－５】長期休暇中の宅配弁当の取扱いに関する取決めにつ

いて（案） 

  議事 １ 開会 

  鈴木前委員長が異動のため委員長は後任の深草児童少年課長が就任。

本日の協議会の司会進行は大澤委員が実施。 

・出席者の紹介 

⑴ 新委員への委嘱状の伝達（省略） 

⑵ 副委員長の互選 

 あかね学童 田畑委員が指名推薦により推薦され、異議なしにより

副委員長に就任 

  ・事務局・指導員の紹介 



 

 

  ・委員長挨拶 

２ 議題 

⑴  令和４年度予算要望に対する回答について 

⑵  令和４年度学童保育所入所児童数及び職員体制 

⑶  令和４年度学童保育所運営状況及び支援体制 

⑷  各施設の状況について 

⑸  動画配信の取決め・お弁当の取決め 

⑹  その他 

⑷を除く、⑴～⑸まで事務局から資料に基づき、一括で説明。 

 

【共通要望事項】 

⑴  新型コロナウイルス感染拡大防止策の継続 

安全で安心できる学童保育所運営のために、３密の回避や感染防止

策を行うとともに、消毒液や石鹸やマスク等必要な資器材の予算を確

保し、配布・備蓄するなど、必要な施策の実施に引き続き努める。 

⑵  学童保育所と保護者の連絡体制のお願い 

令和３年度から一斉メール配信サービスが開始された。保護者の皆

さまにおかれましては、児童の安全に関する大事な情報を保護者が

受け取るためにも、まだメール配信サービスの受信登録されていな

いご家庭に対して周知にご協力をお願いしたい。 

⑶  本要望書にかかる対応について 

学童保育の維持管理及び修繕に係る予算についても引き続き予算

化するよう努める。 

個別の要望については、昨年度に各学童父母会から多数のご意

見・ご要望をいただいた。要望内容について、対応時期など情報を

共有し、未対応事項は継続して検討する。 

⑷  大規模化への対応 

要望のとおり、今後も全ての学童保育所で全入を維持できるよう

保育場所の検討など適切に対応したい。 

 

（学） 

大規模化への対応について、全入の維持、希望者を必ず入れるのだけが

大規模化への対応でないと理解している。たまむし学童が定員に対してオ

ーバーしている状況。ただ全入を維持するだけでなく、児童の安全・保育

場所の確保も意識しながら考えて欲しい。 

 



 

 

（市） 

貴重なご意見として受け取らせて頂きたい。 

子ども達の育成ための環境整備は大きな課題と認識。 

 

【個別要望事項】 

（市） 

個別要望事項について、多岐にわたる要望を頂戴したため、今年度実現

可能なもののみを記載している。 

 

（学） 

この回答内容は学童へ配られているのか。 

 

（市） 

この運営協議会が終わったタイミングでこの回答内容を各所へ配布し

たい。 

 

（学） 

ほんちょう学童においても定員に対してかなりの児童数が入所してい

る。児童の安全面を心配している。その改善の予定を伺いたい。また、市

内の学童のデータとして、各所の定員と入所児童数、育成室の面積を提示

して欲しい。 

 

（市） 

質問１つと資料の要求が１つあったと理解している。 

ほんちょう学童について、育成室が元々１つで、児童館との併用利用で

の育成室確保が課題と感じている。従来からほんちょう学童は「いずれは

委託」としてお伝えしている経過がある。どこの学童も育成室が不足して

いるという状況で、場所の確保や関係課と調整したい。特に令和３年度末

に、ほんちょう学童は、育成室確保のため、施設内の修繕をした経過もあ

る。今後も進捗があれば報告し、対応に努めていきたい。 

 資料要求について、例年議会でも要求があり提出している状況である。 

５/１現在で各所へ利用率の調査をしており、回答が間に合えば次回提

出したい。 

 

⑵  令和４年度学童保育所入所児童数及び職員体制 

⑶  令和４年度学童保育所運営状況及び支援体制 



 

 

⑵～⑶まで事務局から資料に基づき、一括議題とした。 

 

（市） 

資料に基づき説明。 

補足として、直営の職員の体制が組めておらず、すべて週５勤務ではな

く、週３や週２の勤務が居るため、０．５人分足りていない点があること

をご理解頂きたい。また、足りない職員は引き続き、市報やハローワーク

で募集をしている。今後も随時報告させていただく。 

資料「令和４年度学童保育所運営状況及び支援体制」には、例年市職員

の委託施設担当者を入れて提出しているが、今年度職員と打合せが出来て

おらず、今後打合せで確定していく予定。今後決定し次第、委託所の担当

者の報告をしたい。 

４月の各施設の状況のうち、みなみ第３学童の報告をさせて頂く。メイ

ンルームとして南小のくじらぐも学級プレイルームを、サブルームとして

家庭科室を、事務室として家庭科準備室を借用して運営している状況。現

在くじらぐも学級プレイルームは４月から学校側の予定が入ったため、当

面の間、３階の少人数教室を借用して運営している。始まって１か月で職

員は手探りの状況。引き続き施設長と連携をとりながら改善できるところ

は改善する予定。 

みどり第３学童について、昨年度家庭科被服室は常時お借りしていた状

況。今年度から、毎週火曜日の５・６時間目に授業が入り、家庭科被服室

が使えない状況となり、５月の１年生の５時間目の対応を協議している状

況にある点ご承知願いたい。 

 

（学） 

みどり学童の家庭科被服室の件は、１時期（５月中）の問題の話か。 

 

（市） 

みどり学童の家庭科被服室の関係は、火曜日の５・６時間は授業がある

が、授業終了後の家庭科被服室は使用可能と伺っている。差し当たって、

１年生の５月の対応を協議している。 

 

（学） 

 資料の中のまえはら学童の職員数が多い気がするが 

 

（市） 



 

 

 再度確認する。修正があれば対応したい。 

 

（学） 

 みなみ第３学童の件で、３階、４階での保育は児童の移動があり、負担

という声を保護者から聞いている。 

 市と指導員と連携して考えて頂いていると認識しているが、今後夏休み

などイベントがあるので、教室移動など負担が無いよう配慮をお願いした

い。 

  

（市） 

 まだ始まったばかりであり、指導員も試行錯誤の点があり、プロポーザ

ルにも関係してくるので、安定的な運営が出来るようにしたい。その点は

お時間を頂きたい。また、運営協議会でも報告したい。 

 

（学） 

 市の考えとして、今後、直営を減らし、将来的には全て委託する計画が

あるのか。 

 

（市） 

 小金井市において、平成２７年度から委託がスタートした。その前の年

の平成２６年度に職員組合と協議をし、学保連等へ報告と説明会をした。

現状の計画として、当初９つある学童のうちの、３か所については直営（た

まむし、さくらなみ、たけとんぼ）で運営し、残りを委託化する。途中、

さわらび学童は一度直営に戻った経過があるが、現在委託化している。ほ

んちょう学童は児童館と併設しており、人数が増えているため、暫定的に

児童館（図書室）を借りて運営しており、基本的には、ほんちょう学童を

委託化し、直営は３か所残していくという計画である。 

 

（学） 

 承知した。 

 

⑷ さわらび・みなみ学童のプロポーザルについて 

 

（市） 

プロポーザルの実施については、募集要項、事業概要（案）、選考審査

基準は昨年度の運営協議会の場で、承認いただいたと認識。 



 

 

現在、以上の３つは、内部で最終の校正を行っているため、完成後に各

委員へ送付したいと考えている。 

その中で補助員の導入について、委員から質の担保をして欲しいとの意

見も踏まえ、市として運営基準を定め、変更を都度している。今回から補

助員の職務の内容、研修の受講や対象者について記載を進めている。 

前回、あかね、まえはら、みどり学童のプロポーザルについて、説明会

を実施した。今回も、さわらび、みなみ学童の保護者へプロポーザル説明

会を実施したい。候補日は、５月１１日、５月１３日、５月１８日のうち、

さわらび学童１日、みなみ学童１日で夜７時からを考えている。現在予定

では、５月１３日はさわらび学童に、５月１８日はみなみ学童の開催を考

えている。さわらび学童・みなみ学童の委員から日程を含めてご意見を頂

きたい。 

また、学識経験者の推薦について、後程報告頂きたい。 

なお、運営基準も確定後に、各委員へ報告したい。 

 

（学） 

父母会長との調整はしているのか。 

 

（市） 

父母会長にも確認している。 

 

（学） 

説明会の主体は市か。 

 

（市） 

そのとおり、市が主体で開催する。 

  

（市） 

どういった経過でプロポーザルを実施するのか、前回と変更点など、ス

ケジュールも含めて説明する予定。 

決定事項として、５月１３日はさわらび学童で、５月１８日はみなみ学

童で説明会を開催する。 

  

（学） 

説明会に出席できない家庭は資料をもらえるのか。 

 



 

 

（市） 

資料は後日となるが、全員にお渡しする。 

学識経験者の推薦を報告してほしい。 

 

（学） 

学保連の推薦人としては、過去みどり学童の父母会ＯＢで、前々回のプ

ロポーザルでも関わって頂いた橋本氏を推薦したい。今後スケジュールを

確認しながら進めたい。 

 

（市） 

橋本氏は、過去の児童館運営審議会の会長を務めて頂いた。さわらび学

童・みなみ学童のプロポーザルを実施した際に、初めての学識経験者とし

てお願いした経過がある。市としても問題ないと考える。今後、こちらか

ら打診し本人の了解が得られれば委員へ報告し、対応して進めたい。 

 

⑸  動画配信の取決め・お弁当の取決め 

 

（市） 

動画配信の取決めについて、令和３年度に決定した内容を提出した。今

年度も本内容で決定としたい。 

異議なしとして決定した。 

 

（市） 

 お弁当の取決めについて、昨年度の内容について、もし問題なければ、

年度をとった形で運営していきたい。 

 

（学） 

 委員よりお弁当の取決めを再度補足説明。新型コロナウイルス感染拡大

により、事前に注文した内容はどうするのか。この場合、通常のキャンセ

ルと同様に手続きを取って頂く。この点を明記した。 

 もし、臨時休所の場合は、どうするのかとも議論した。キャンセルのし

忘れは、利用者側の責任であり、市や学童の責任とはならないので、金銭

トラブルとして追記した。この内容で決定したい。 

 

（市） 

行政側は問題がないと考えるが、学童側ではこの取り扱いは共有させて



 

 

いるか。 

 

（学） 

 全ての学童で共有出来ていない。この場を借りて共有し、決定したい。 

 

（学） 

 キャンセルは９時半を過ぎると出来ないので、コロナの有無を問わず契

約成立ということか。 

 

（学） 

 お弁当担当として、代わりに回答させて頂く、業者からシステム上はと

いう回答を受けている。 

 

（学） 

 キャンセルが遅れたとか、理由のいかんを問わず、利用者が責任を負う

ものとして利用しているので、あくまで、保護者とお弁当業者とやり取り

となる。その内容を含めて金銭トラブルと明記している。 

 

（学） 

 市へ確認したい。新型コロナウイルスの関係で陽性が発覚したその日当

日に休所はありえるのか。 

 

（市） 

 以前たまむし学童の事例で、授業があったが途中で下校し、学級閉鎖が

あり、閉めざるをえなかったことがあった。後程触れるが、学童で多数の

陽性者が出た場合は、閉めざるをえないケースがあるが、ないとは言い切

れないが、基本的に休所する場合には、前日中にお知らせできると考えて

いる。 

 

（学） 

 各学童で周知する際には、あくまで保護者と業者で学童は場の提供であ

ることを丁寧に説明すれば良い。 

 

（市） 

 一度持ち帰るか。決定するか。 

 



 

 

（学） 

 意見無ければこの場で決定したい。 

 

（市） 

 このお弁当は各父母会が中心となって広がって、全所に広がったと認識

している。夏休みの期間とし理解している。年度を削除し、新しい記載を

認めるとしたい。 

以上の内容で決定とする。 

  

⑹ その他 

  

（市） 

令和４年度の運営協議会の継続議題として、 

〇 さわらび・みなみ学童のプロポーザルの報告 

〇 大規模化対応、民設民営の導入について 

〇 利用者アンケートについて 

などを議題とさせていただきたい。民設民営を導入した場合の状況は読

み切れない。また、今後も資料を出して忌憚のない意見を頂きたい。併せ

て直営では、現在正規・会計年度任用職員月額制（旧非常勤嘱託職員）、

会計年度任用職員時間額制（旧臨時職員）で対応している。直営も無資格

の導入も検討したい。なお、無資格の時給（給料）を決めるには条例事項

となっており、市議会の議決が必要となってくる。この点は民間の導入と

は異なっている。さらに併せて、従来から一斉入所申請は、かつては１月

の申請、現在は１２月の申請となってきている。入所予定者を早く確定さ

せて、大規模化の対応を検討したいことから、一斉入所申請を早めたいと

考えている。要綱などで規定しており、市報でもお知らせする。かつて運

営協議会でも報告して早めた経過がある。その点も意見を伺いたい。利用

者アンケートも議題と考えている。その他議題として取り上げて欲しいも

のはあるか。なければ後日でも田畑副委員長を通じて出して欲しい。 

 

⑺ 次回日程について 

（市） 

次回日程が、これまでと同様となると第四火曜日は、５月２４日（火）

ということとなる。なお、詳細は田畑副委員長と調整したい。 

 

３ 閉会 



 

 

 それでは令和４年度第１回小金井市学童保育所運営協議会を閉会する。 

 


